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まちのがっこう事業（夏休み休日子どもカレッジ等）への 

考え方（方針）について 

 

特定非営利活動法人ワークライフ・コラボ 

代表理事 堀田真奈 

 

新型コロナウイルス（COVID-19）感染症について、5 月 25 日に緊急事態宣

言は解除されましたが、新型コロナウィルス感染症はなくなったわけではあり

ません。 

 学校活動の再開、外出自粛要請が解除されたこと等、段階的に日常生活を取

り戻しつつありますが、国は、感染防止策を講じながら社会・経済活動を維持

する「新しい生活様式」の定着を呼び掛けしており、春休みに引き続き、感染

拡大防止対策を継続して事業に努めていく所存です。 

事業方針について、以下の通り決定いたします。 

 

●子どもたちにとっても、学校生活の状況が変わるさなかであり、二学期に向

けて重要時期でもあることから、国、県、松山市の方針に基づいて、当事業の

活動をする方針です。 

 

●当事業の最大の魅力でもある、「地域で子育て」を具体化する多様な方々…

子どもたちの支援に関わる「育成支援スタッフ、シニアの方々、大学生、企業

関係者」、開校場所の松山大学、そしてお預かりしている子どもたちが松山市

内外の広域から集まっていること、など鑑みたときに、今回の新型コロナウィ

ルス感染において、公設の放課後児童クラブよりも感染者が発生した場合の与

えるインパクトの大きさは計り知れません。 

子どもたちやそのご家族、支援員やそのご家族、の安心安全を最優先とし、緊

張感を持ちつつ、支援に取り組んで参りますのでご協力のほどよろしくお願い

いたします。 

 

●事業に関わる範囲の中で感染者や濃厚接触者が確認された場合、および感染

者の有無にかかわらず行政より休校の要請があった場合は、速やかに公的機関

の指示に従い完全休校とします。 

 

 

＜支援員等について＞ 

この事業での重要な存在である支援員の状態を最優先する。 
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ここでいう支援員等とは、子どもに直接かかわる支援員だけでなく、社会教育

プログラム実施者や、委託者等、当該事業にかかわるボランティア等も含むも

のとする。 

・出勤前に各自で体温を計測し、発熱（37.5 度以上の発熱とする）や呼吸器症

状（以下発熱等という）や強い倦怠感などの症状が認められる場合には、出勤

をおこなわないことを徹底する。 

・発熱等や強い倦怠感などの症状が数日続く場合には、勤務を停止していただ

く。この状況が解消した場合であっても、引き続き当該支援員等の健康状態に

留意する。 

・支援に入る前には、必ず検温、記録し、発熱が認められた場合は支援に入ら

ないものとする。 

・事業当日、支援員が決められた人数揃わない場合は、市と協議して、臨時休

校となる場合もあり得る。 

 

＜利用する子ども・保護者について＞ 

・登校にあたり、家庭での体調管理にはより一層慎重にしていただき、登校前

に、保護者が必ずご自身あるいは子ども本人の体温を計測し、発熱等や強い倦

怠感などの症状が認められる場合には、利用をお断りする。 

・発熱等や強い倦怠感などの症状が数日続く場合には、保護者と協議の上、登

校停止等検討する。この状況が解消した場合であっても、引き続き当該子ども

の健康状態に留意する。 

・新型コロナウィルス（COVID-19）への感染リスクについて、当事業では最

善の努力で配慮に努めるが、当事業において責任を負いかねる旨をご理解いた

だき、あらかじめご承知いただくよう対応する。保護者の判断により、当事業

をご利用いただく。 

 

＜行政との連携について＞ 

・事業関係者は、行政と随時協議をし、決定する。 

・事業当日、支援員が決められた人数揃わない場合は、市と協議して、臨時休

校となる場合もある。 

 

＜利用料について＞ 

・利用する子どもあるいは支援員等、事業に関わる範囲の中で感染者や濃厚接

触者が確認された場合の休校措置については、利用料の免除を松山市と愛媛県

と協議し決定する。 

 

 

以上 
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参考：厚生労働省（4/17） 

「子どもや職員が新型コロナウイルス感染症に罹患した場合の保育所等の対応 

について（再周知）」 

 

「地域子ども・子育て支援事業にかかる新型コロナウイルス感染症対策関係 

ＦＡＱ について（令和２年５月 20 日現在）」 
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＜支援員実務フロー＞ 

 

登校前： 

＜子ども・保護者＞ 

・登校前に検温、表に記載 

・咳がある場合はマスクをしてもらう 

＜支援員＞ 

・勤務前に検温、表に記載 

・咳がある場合はマスク 

＜準備＞ 

・健康管理表（家庭用） 

・健康管理表（支援員用） 

※マスクは各自でお願いする 

 

＜実務＞ 

★発熱（37.5 度以上の発熱とする）や呼吸器症状（以下発熱等という）や強い倦

怠感などの症状が認められる場合には、登校・出勤をおこなわない。 

支援員は、グループ LINE にその旨を連絡する。 

★来所時、換気 

・ドアノブ、取っ手、トイレ、机、蛇口等を除菌スプレーとペーパーで拭く 

・支援員も検温（各自の出勤簿の余白に記入） 

↓ 
登校時～： 

＜子ども・保護者＞ 

・登校時に検温、表に記載 

 （登校時・10 時・14 時） 

＜支援員＞ 

・勤務時に検温、表に記載 

＜準備＞ 

・健康管理表（家庭用） 

・健康管理表（支援員用） 

・体温計（2 本） 

・アルコール消毒液（1 階と 2 階） 

＜実務＞ 

★エレベーター降りたら、手を除菌ジェル等で消毒するよう伝える 

（保護者に様子を訊き、）検温。体温管理表（初日に渡す）に記入。支援員が必

ず確認して、サインする。 

★体温管理表は連絡ノートの裏表紙中面に貼る。 

37.5 度以上は、帰宅してもらう・37 度以上は、保護者に平熱を確認する 

★鼻をかんだ後は、ナイロン袋に包んでから捨てるように伝える 

★子どもに発熱（37.5 度以上の発熱とする）や呼吸器症状（以下発熱等という）

や強い倦怠感などの症状が認められる場合には、保護者に連絡。 

それ以降は、「健康状態・トラブルへの情報収集について（報告フロー）」に基

づく。 

★毎休憩時間に、窓を開けて換気（5 分）、手洗いの徹底、マスクの着用 
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↓ 
保護者の迎えがすぐに難しい場合の対応： 

・カルフール 3 階の空き会議室を利

用、支援員が一人つく 

・高熱や緊急度が高い場合は、救急へ

連絡する。 

＜準備＞ 

・ひざかけ又は毛布 1 組 

↓ 
体調不良で帰宅した子ども（保護者）への対応： 

・その後の様子、病院での経過を確認

する。（ワークライフ・コラボ） 

 

＜準備＞ 

・健康管理表に記載する。 

 

★新型コロナウィルスへの罹患が確認された場合（休日子どもカレッジ） 

松山市に連絡、愛媛県、松山大学、ワークライフ・コラボ、で協議を行う。 

 

＜緊急連絡先＞ 

＜休日子どもカレッジ事業＞ 

休日子どもカレッジ（実施場所） 090-5273-1510 

松山市子育て支援課 089-948-6411 

担当者：前池（携帯番号）  

    脛永（携帯番号）  

松山大学 社会連携課 089-927-8963 

担当者：村井（携帯番号） 090-4502-9229 

    紅谷部長（携帯番号）  

NPO 法人ワークライフ・コラボ 089-904-1572 

担当者：亀田（携帯番号） 090-5911-7031 

責任者：堀田（携帯番号） 090-8691-0907 

 

 

愛媛県子育て支援課 089-913-2413 

担当者：末廣（携帯番号） 090-1171-3056 

      

 


